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施設栽培カンキツにおけるミカンハダニ防除への静電噴口の利用

［要約］ミカンハダニに対してキリナシノズルの散布圧力１MPa・1000㍑／10a散布と

静電噴口（e-ｼﾞｪｯﾀｰFS-11）の散布圧力３MPa・500㍑／10a散布はほぼ同等の防除効果

がみられ、散布量が低減できる。
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［背景・ねらい］

静電噴口（e-ｼﾞｪｯﾀｰFS-11）を用いて、ミカンハダニ防除での散布量を低減する（静電噴

口とは噴霧した粒子に静電気を帯びさせることで，散布した薬液を作物に付着しやすくす

る噴口である）。

［成果の内容・特徴］

１．感水紙を用いた付着状況調査によって、500㍑／10aの散布量では静電噴口とキリナシ

ノズルの感水紙への付着状況に差がない（表１）。

２．ミカンハダニ防除では、静電噴口の３MPa・500㍑／10a量散布は、キリナシの１MPa・

500㍑／10aより防除効果は高く、1000㍑／10a量散布と同等の防除効果が得られ、薬剤散

布量を低減できる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．本研究は施設栽培のカンキツで活用できる。

２．本試験では殺ダニ剤としてミルベメクチン水和剤2,000倍（ミルベメクチン水和剤の

散布量は200㍑～700㍑／10aで登録）を使用した。

３．静電噴口を用いて薬剤散布を行う場合，風による影響を避けるためサイドは閉める。

４．静電噴口を用いた薬剤散布法は「噴霧法」であるため，動力噴霧器と同じ薬剤が散

布できる。

５．静電噴口の効果を確認する場合に感水紙は使用できない。



［具体的データ］

表１ 各区の散布後の感水紙への付着状況

注１）数字は０が感水紙への付着無し、５が全面付着の６段階で付着状況を数字化したもので、

感水紙を１区あたり４カ所設置した３樹の平均値。

注２）感水紙の設置位置：樹冠赤道部を中部とし，そこから上に1/2の部分を上部，下に1/2の

部分を下部とした。

表２ 各試験区のミカンハダニ雌成虫数の推移
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3/1 3/9 3/16 3/23 3/28 4/4

（散布前） （散布８日後） （散布15日後） （散布22日後） （散布27日後） （散布34日後）

40 3 6 6 27 45
(14) (22) (26) (56) (53)

66 3 9 15 26 44
(9) (20) (39) (33) (32)

45 2 0 1 3 15
(8) (0) (4) (6) (16)

71 0 3 6 11 23
(0) (6) (14) (13) (15)

58 31 39 34 70 122
(100) (100) (100) (100) (100)

注１）（ ）は補正密度指数

無処理

注２）防除効率:　1- ×
散布区の散布後の密度の合計

無処理区の散布後の密度の合計

無処理区の散布前密度

散布区の散布前密度
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表 裏 表 裏 表 裏 表 裏

上部 4.7 3.5 3.8 2.8 4.0 2.6 4.6 2.3

中部 5.0 3.3 4.3 1.9 4.6 1.6 5.0 2.1

下部 4.8 2.8 4.4 1.8 4.7 1.7 4.8 1.6
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